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1如 来腺内視鏡検査における前処置法の工夫
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( 同 外科)

大勝内視鏡検査の前処置法として,私共転従来の低残

液食前日投与,当E3高位洗場の Browm変法で行って

いたが,腸管洗浄液 Go擁ely液を用いることが可能に

なり,当日 射 服用法ではなく,低残液食と Golytely

級,当日 11の服周法を検討し,当日高位洗場を行わ

ずにすみ,嫁管内の洗浄の目的も十分に達せられること

を経験 したので報告した,

当日,射 服用法に比し,患者の服用時の負担も少な

く,副作周もなく,看護婦の手を煩わすことがない.大

勝ファイバ-スコ-プの吸引時のつまりが殆んどない.

実施時問も,従って短縮される,午前の診療時間内に十

分検査を終了出来る等の利点を挙げることが出来た.

15)単純性腸液務の1例
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武田 敬子 ( 閣 放射線科)

33歳男性.主訴腐痛.下痢下血は額かったが血液検査

で血沈値の促進および CRP陽性と炎症所見を認めた.
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太 腹 レ ントゲン検査および内視鏡検査では回盲部に多発

隆起と一部激痛病変を認めたが壁瑚帝展は良好であった.

CTにても同部位の腸管蟹は肥厚しており,各線画像検

蜜より悪性リンパ腫を疑い回転部切除を施行した.切除

標本では卵円形で下頻れ傾向の強い uい 閥の濃嬢を認

め,周囲にはいくつかの粘膜島および炎症性ポリ---プが

あり,慢性活動性炎症により複雑な形態を望した単純性

腸潰鳴上診断した.

1611型を呈 した人腸印環細胞癌の 1例
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大腸癌全体の中で印環細胞癌は約5%を責め比較的稀

なものである.またその肉眼形態は-艇には 1initis粛a-

sticaとよぼれるびまん浸潤像をとる,今回我々は1型

生も含め検討をくわえたので報告する.

症例は83才身性,下腹部痛を主訴をこ来院した.各種画

像検査,生検より竃腹部のl型太腹印環細胞癌と診断し

切除術を施行 した.

切除纏腰の大半は印鑑細胞癌が占めたが粘液結節や腺

なる組織発生が考えられ た.


